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当
会
は
こ
の
三
月
で
、
設
立
以

来
満
十
一
年
を
経
た
こ
と
に
な

る
。
一
九
九
六
年
四
月
、
約
八
十

名
で
発
足
し
た
時
の
趣
意
は
、

「
こ
の
会
は
『
岩
倉
使
節
団
』
と

そ
の
記
録
『
米
欧
回
覧
実
記
』
に

関
心
を
持
つ
人
の
集
ま
り
で
す
。

こ
れ
を
素
材
に
し
て
歴
史
を
振
り

返
り
、
現
代
の
問
題
に
つ
い
て
も

自
由
に
語
り
あ
お
う
と
い
う
会
で

す
」
で
あ
る
。
そ
の
後
、
会
員
数

も
倍
増
し
、
二
〇
〇
四
年
八
月
に

は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
米
欧
亜
回
覧
の

会
」
と
な
っ
た
。 

 

本
号
で
は
、
そ
の
十
一
年
間
の

歩
み
を
示
す
主
要
な
事
業
を
項
目

別
に
ま
と
め
て
み
た
の
で
ご
覧
い

た
だ
き
た
い
（
四
頁
参
照
）
。 

 

そ
し
て
、
四
月
か
ら
い
よ
い
よ
十

二
年
目
の
活
動
に
入
る
。
昨
年
の
秋

の
大
イ
ヴ
ェ
ン
ト
で
あ
る
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
疲
れ
も
あ
っ
て
か
、

こ
の
と
こ
ろ
少
し
停
滞
気
味
だ
っ

た
活
動
も
、
春
を
迎
え
て
再
び
蠢
動

を
始
め
た
。
そ
し
て
新
入
会
員
も
二

十
名
以
上
増
え
て
い
る
の
で
、
新
し

い
風
が
吹
き
込
ま
れ
る
と
期
待
し

て
い
る
。 

 

新
年
懇
親
例
会
は 

 

デ
ン
マ
ー
ク
を
テ
ー
マ
に
盛
会
！ 

 

新
年
懇
親
例
会
は
、
一
月
十
七
日

（
水
）
、
赤
坂
の
シ
テ
イ
ク
ラ
ブ
・

オ
ブ
・
ト
ウ
キ
ョ
ウ
で
開
催
さ
れ

た
。
例
年
と
は
ス
タ
イ
ル
を
変
え
、

テ
ー
ブ
ル
着
席
方
式
で
行
わ
れ
た
。 

 

デ
ン
マ
ー
ク
王
国
駐
日
大
使
・
フ

レ
デ
イ
・
ス
ヴ
ェ
イ
ネ
夫
妻
、
元
駐

デ
ン
マ
ー
ク
王
国
日
本
国
大
使

（
現
、
日
本
デ
ン
マ
ー
ク
協
会
会

長
）
・
苅
田
吉
夫
夫
妻
の
臨
席
を
得

て
、
華
や
か
に
楽
し
い
雰
囲
気
の
中

で
行
わ
れ
た
。
今
、
北
欧
の
小
さ
な

国
々
は
、
い
ろ
い
ろ
の
意
味
で
注
目

さ
れ
て
お
り
、
時
宜
に
か
な
っ
た
企

画
だ
っ
た
と
好
評
で
あ
っ
た
。 

 
 

 
 

（
詳
細
は
二
・
三
頁
） 

 

四
月
の
全
体
例
会
は 

 

総
会
と
ブ
ン
ブ
ン
ミ
ー
テ
イ
ン
グ 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
の
総
会
並

び
に
今
後
の
当
会
の
運
営
方
針
に

つ
い
て
の
全
体
会
議
が
、
四
月
二
十

一
日
、
国
際
文
化
会
館
で
お
こ
な
わ

れ
る
。
二
〇
〇
六
年
度
の
収
支
報
告

な
ど
の
細
目
は
、
次
号
で
詳
し
く
お

知
ら
せ
す
る
。 

 

運
営
方
針
に
つ
い
て
は
先
に
配

布
さ
れ
回
収
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

の
集
計
結
果
や
意
見
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
テ
ー
マ
ご
と
に
分
か
れ
全
員

が
発
言
で
き
る
方
式
の
ブ
ン
ブ
ン

ミ
ー
テ
イ
ン
グ
を
行
う
予
定
で
あ

る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
は
次

号
に
掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
自

由
回
答
の
「
本
会
へ
の
注
文
や
期

待
」
の
主
な
も
の
は
五
頁
に
抄
録
し

て
あ
る
の
で
参
照
し
て
ほ
し
い
。 

事
務
所
を
探
し
て
い
ま
す
！ 

 

当
会
の
事
務
局
は
設
立
以
来
十

一
年
、
イ
ズ
ミ
・
オ
フ
ィ
ス
に
お
い

て
い
る
が
、
諸
般
の
事
情
か
ら
都
心

に
移
し
た
く
、
小
さ
な
ス
ペ
ー
ス
で

も
よ
い
か
ら
（
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一
室

で
も
）
ど
な
た
か
提
供
し
て
く
だ
さ

る
方
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
。
条
件
な

ど
委
細
相
談
で
す
。
耳
よ
り
な
話
が

あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。 
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最
近
、
「
伊
藤
博
文
傳
」
を

読
み
直
す
機
会
が
あ
っ
た
。
そ

こ
に
、
い
わ
ば
若
い
世
代
へ
の

遺
言
の
よ
う
な
文
章
が
あ
っ
た

の
で
ご
紹
介
し
た
い
。 

 

博
文
は
、
明
治
四
十
二
年
十

月
、
満
州
の
ハ
ル
ピ
ン
に
旅
立

つ
前
、
当
時
海
外
に
留
学
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
息
子
の
文

吉
へ
酒
を
汲
み
な
が
ら
次
の
よ

う
に
語
っ
た
と
い
う
。 

 

「
人
に
は
銘
々
も
っ
て
生
ま
れ

た
天
分
が
あ
る
。
俺
は
お
ぬ
し

に
何
で
も
俺
の
志
を

継
げ
よ
と
無
理
は
い

わ
ぬ
。
も
っ
て
生
ま

れ
た
天
分
な
ら
ば
、

た
と
え
お
ぬ
し
が
乞

食
に
な
っ
た
と
て
、

俺
は
決
し
て
悲
し
ま

ぬ
。
金
持
ち
に
な
っ

た

と

て

喜

び

も

せ

ぬ
。
」 

 

裸
一
貫
か
ら
身
を

起
こ
し
た
博
文
だ
け

に
思
い
切
っ
た
事
を

い
っ
て
い
る
。
そ
し
て｢

誠
」
の

大
切
さ
を
説
き
、
健
康
に
留
意

す
る
よ
う
に
諭
し
た
あ
と
、
こ

う
い
っ
て
い
る
。 

「
学
問
は
、
読
む
学
問
も
必
要

じ
ゃ
が
、
耳
学
問
も
ま
た
必
要

じ
ゃ
。
人
は
生
き
た
書
物
じ
ゃ

か
ら
、
西
洋
に
往
っ
た
ら
。
あ

ま
ね
く
人
に
接
し
て
識
見
を
広

め
、
い
か
な
る
人
に
逢
う
て
も

い
か
な
る
問
題
を
議
論
す
る
に

も
、
相
手
と
な
っ
て
話
が
で
き

る

よ

う

に

す

る

の

が

肝

要

じ
ゃ
。 

 

社
会
の
時
々
物
々
に
は
必
ず

表
と
裏
の
あ
る
も
の
じ
ゃ
か

ら
、
広
く
深
く
事
物
の
表
裏
を

洞
察
し
て
宜
し
き
に
通
ず
る
が

そ
の
眼
目
じ
ゃ
。
観
察
の
精
は

西
洋
人
の
特
色
で
，
粗
は
東
洋

人
の
弱
点
じ
ゃ
」 

 
 

そ
し
て
、
さ
ら
に
こ
う
付
け

加
え
て
い
る
。 

 

「
物
事
を
成
す
に
は
順
序
が
あ

る
。
突
飛
は
禁
物
じ
ゃ
。
常
識

の
周
到
な
運
用
が
大
切
じ
ゃ
。

い
や
し
く
も
天
下
に

一
事
一
物
を
な
し
と

げ
よ
う
と
す
れ
ば
、

命
が
け
の
こ
と
は
始

終
あ
る
も
の
で
、
俺

は
今
ま
で
生
き
て
い

た
の
が
自
分
で
も
不

思
議
と
思
う
く
ら
い

じ
ゃ
。
お
ぬ
し
、
俺

の
志
を
継
ご
う
と
い

う
の
な
ら
、
こ
の
覚

悟
を
以
て
お
れ
。
依

頼
心
を
起
こ
し
て
は

な
ら
ぬ
。
他
力
は
い
か
ぬ
。
自

力
で
や
れ
。
」 

 

満
州
行
と
い
う
こ
と
で
、
伊

藤
を
送
る
大
磯
の
駅
に
は
大
勢

の
見
送
り
客
が
あ
っ
た
が
、
そ

の
中
に
は
徳
富
蘇
峰
も
い
て
な

に
か
不
吉
な
旅
立
ち
を
予
感
し

た
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
て
い

る
。
結
局
、
こ
れ
が
、
博
文
の

日
本
で
の
最
後
の
言
葉
と
な
っ

た
。
そ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
日
本

人
の
子
孫
へ
の
遺
言
で
あ
っ
た

と
い
え
る
か
も
知
れ
な
い
。 

 

 
 

三
月
で
当
会
設
立
満
十
一
年 

 
 
 

十
二
年
目
の
活
動
が
始
ま
る  

 

伊藤博文の最後の言葉     

泉 三郎 

新年懇親例会 
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平
成
十
九
年
の
新
年
会
は
一
月

十
七
日
（
水
）
午
後
六
時
三
十
分

よ
り
、
赤
坂
の
シ
テ
イ
ー
・
ク
ラ

ブ
・
オ
ブ
・
ト
ウ
キ
ョ
ウ
に
お
い

て
「
デ
ン
マ
ー
ク
」
を
テ
ー
マ
に

開
催
さ
れ
た
。
主
賓
に
フ
レ
デ

イ
・
ス
ヴ
ェ
イ
ネ
・
デ
ン
マ
ー
ク

王
国 

駐
日
大
使
ご
夫
妻
、
苅
田

吉
夫 

元
駐
デ
ン
マ
ー
ク
王
国
・

日
本
国
大
使
（
現
、
日
本
デ
ン

マ
ー
ク
協
会
会
長
）
ご
夫
妻
を
お

招
き
し
、
出
席
者
は
会
員
四
十
二

名
を
含
む
計
四
十
六
名
で
あ
っ

た
。 

 

平
成
十
七
年
の
新
年
会
（
オ
ー

ス
ト
リ
ー
が
テ
ー
マ
）
に
続
く
同

ク
ラ
ブ
で
の
開
催
と
な
っ
た
が
、

今
回
は
出
席
者
が
比
較
的
少
数
で

あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
前
回
と
趣

向
を
変
え
て
、
久
し
ぶ
り
に
着
席

方
式
の
新
年
会
と
な
っ
た
。
女
性

会
員
の
方
々
が
、
多
数
、
和
服
に

て
出
席
さ
れ
、
フ
ォ
ー
マ
ル
な

テ
ー
ブ
ル
セ
ッ
テ
イ
ン
グ
な
ど
と

相
俟
っ
て
、
華
や
か
な
格
調
高
い

会
と
な
っ
た
。
メ
イ
ン
テ
ー
ブ
ル

に
は
両
大
使
ご
夫
妻
、
泉
、
藤

原
、
塚
本
各
氏
が
座
り
、
合
計
六

テ
ー
ブ
ル
、
進
行
は
日
英
両
国
語

で
行
わ
れ
た
。
総
合
司
会
は
山
田

哲
司
氏
。 

 

会
は
泉
代
表
の
歓
迎
及
び
新
年

の
挨
拶
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
今
年

は
恒
例
に
な
っ
て
い
る
「
実
記
朗

読
」
は
都
合
で
と
り
や
め
、
代
わ

り
に
泉
氏
が
ス
ピ
ー
チ
の
中
で
実

記
の
デ
ン
マ
ー
ク
訪
問
の
部
分
つ

い
て
詳
し
く
解
説
し
た
。 

 

ま
ず
、
使
節
団
が
デ
ン
マ
ー
ク

を
訪
れ
た
の
は
一
八
七
三
年
四
月

十
八
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
の
六

日
間
で
あ
っ
た
こ
と
、
使
節
団
の

規
模
が
木
戸
、
大
久
保
ら
の
帰
国

に
よ
り
小
規
模
と
な
っ
て
い
た
こ

と
（
十
一
名
）
、
さ
ら
に
は
国
王

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
九
世
と
の
晩
餐

会
、
グ
レ
ー
ト
・
ノ
ー
ザ
ン
電
信

会
社
主
催
の
晩
餐
会
な
ど
に
つ
い

て
言
及
さ
れ
た
。 

 

会
の
進
行
は
、
こ
の
後
、
藤
原

宣
夫
氏
の
司
会
に
よ
り
進
め
ら

れ
、
ま
ず
ス
ヴ
ェ
イ
ネ
大
使
か
ら

ご
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
苅
田
元

大
使
よ
り
ご
挨
拶
と
乾
杯
の
ご
発

声
が
あ
っ
て
、
以
下
食
事
の
コ
ー

ス
に
入
っ
た
。
メ
ニ
ュ
ー
は
シ
ー

フ
ー
ド
を
メ
イ
ン
デ
イ
シ
ュ
と
し

た
本
格
的
な
フ
ラ
ン
ス
料
理
で
、

皆
さ
ん
楽
し
ま
れ
た
様
子
で
あ
っ

た
。 

 

デ
ザ
ー
ト
コ
ー
ス
に
入
り
、
ス

ヴ
ェ
イ
ネ
大
使
が
再
び
立
っ
て
、

十
五
分
ほ
ど
の
デ
ン
マ
ー
ク
紹
介

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
上
映
し
、
ユ
ー
モ
ア

あ
ふ
れ
る
解
説
が
あ
っ
た
。
中
で

も
印
象
的
で
あ
っ
た
の
は
デ
ン

マ
ー
ク
の
特
徴
を
三
つ
の
Ｓ
と
し

て
紹
介
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ
は
ス
モ
ー
ル
（Sm

all

）
、
サ
イ
レ

ン
ト
（Silent
）
及
び
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ

（Slow

‐life

）の
三
つ
で
、
デ
ン

マ
ー
ク
は
人
口
も
少
な
く
、
国
は

小
さ
い
が
、
静
か
で
平
和
な
国
で

あ
り
、
高
度
な
産
業
国
家
と
し

て
、
国
民
は
ゆ
っ
た
り
と
し
た
生

活
を
楽
し
ん
で
い
る
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
。
文
化
的
水
準
の
高

い
、
安
全
に
し
て
ゆ
と
り
あ
る
ス

ロ
ー
ラ
イ
フ
を
楽
し
め
る
国
民
は

幸
せ
で
あ
る
と
感
じ
た
。 

 

こ
の
後
、
会
員
を
代
表
し
西
井

正
臣
氏
か
ら
別
項
の
よ
う
な
英
語

に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
が
あ
り
、
大
使

ご
夫
妻
も
盛
ん
な
拍
手
を
送
っ
て

お
ら
れ
た
。 

 

さ
ら
に
ご
出
席
の
使
節
団
の
ご

子
孫
の
う
ち
、
岩
倉
規
子
、
大
久

保
利
宏
、
永
富
邦
雄
、
松
前
孝
廣

の
方
々
か
ら
ご
挨
拶
が
あ
り
、
新

年
会
は
盛
会
の
う
ち
に
お
開
き
と

な
っ
た
。
今
回
の
デ
ン
マ
ー
ク
を

も
っ
て
、
新
年
会
と
し
て
九
カ
国

を
巡
っ
た
こ
と
に
な
り
、
残
り
は

オ
ラ
ン
ダ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ロ

シ
ア
の
三
カ
国
と
な
っ
た
。 

 
 
 

 
 

 

（
文
責
）
山
田 

哲
司  

 

テ
ー
マ
は
デ
ン
マ
ー
ク 

 

駐
日
大
使
を
招
い
て
格
調
高
く
開
催
！ 

新年 

懇親例会 

コペンハーゲン・海底電信本社 

（『実記』第67章） 

スヴェイネ駐日デンマーク大使 

苅田元駐デンマーク日本大使 

デンマーク大使ご夫妻を紹介す

る藤原会員 

挨拶する使節団メンバーご子孫の各氏 

（右から） 

岩倉規子氏、大久保利宏氏、永富邦雄氏、松前孝廣氏 
総合司会 

山田哲司氏 

シティー・クラブ・オブ・トウキョウ 
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 It is a great honor and pleasure for me to make a short remark on the reasons why 
we chose Denmark as the theme country of this year for the Iwakura Mission Group.  
 The Iwakura mission visited ten countries in Europe.  Among them, Denmark was 
the smallest in size and population, and the stay over there was the shortest.  Kume, 
however offered the most favorable comment on the quality of the people of Denmark. 
I think that this quality orientation of Denmark should be seriously considered in our 
search for the future direction of Japan at this critical turning point of our history. 
   When I was very young around 10 years old, I was deeply impressed by the history 
of Denmark’s recovery from the severe defeat of the war with Prussia and Austria in 
1864. Uchimura Kanzou wrote a story about the recovery process and the underlining 
sprit as a protest against the expansion mood prevailing in this country after the 
Japanese victory in the war against Russia.  This story was adopted in the text book 
of primary school in 1947, when we were completely depressed at the defeat of the 
world war, and many children at that time, including myself, were greatly encouraged 
for the reconstruction of  the destroyed country by  reading this story. 
   Many leaders in this country, including ministers and top business persons, are still 
pursuing the economic growth strategy even with the sacrifice of the quality of life of 
many people.  But, I would like to propose to focus our attention and efforts toward 
the improvement of the quality of life of the people in total.  Denmark has been rated 
as the number one in the world in this regard for more than 20 years.  I believe that 
we have many things to learn from Denmark, small in size but high in quality.  I hope 
this evening useful to deepen the interest and to enhance our knowledge about Den-
mark.  Mange Tak (Thank You ) 

スピーチを終えてデン

マーク大使から握手を

求められた西井氏 

国立国会図書館 

近代デジタルライブラリー案内 

 国会図書館は著作権保護期間が満了した12,700冊の図書

をインターネットで公開している。その中に、『特命全権

大使米欧回覧実記（久米邦武編、博聞社、明治11.10）』の

全５冊もあり、各篇の表面から裏面までの全頁が見開きで

閲覧できる。手順は以下のとおり。 

 ①「近代デジタルライブラリー」で検索してアクセス。 

      http://kindai.ndl.go.jp/ 

 ②サイト内検索欄に「米欧回覧実記」を入力して検索。 

 ③書誌情報画面で、読みたい篇の「本文をみる」をクリックして 

  表示。プリンターで印刷もできる。 

   

（右） 

中面例 

（第5篇） 

 

（左） 

巻末 

 
会
員
代
表
ス
ピ
ー
チ
要
約 西井正臣氏 

大使自らデンマーク紹介のDVDを解説（中・右） 
 

新年会を終えて大使ご夫妻と記念撮影（左） 

世
界
を
見
た 

 

幕
末
維
新
の
英
雄
た
ち 
 

 
 

―
咸
臨
丸
か
ら
岩
倉
使
節
団
ま
で 

 
 
 
 

別
冊
歴
史
読
本
・
新
人
物
往
来
社 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

千
八
百
円
＋
税 

書籍案内 

 

「
日
本
の
進
路
を
探
る
旅
―
対

米
・
対
ア
ジ
ア
問
題
の
原
点
が
こ

こ
に
あ
る
！
」
と
す
る
、
別
冊
歴

史
読
本
が
新
人
物
往
来
社
か
ら
四

月
二
十
二
日
発
行
さ
れ
た
。 

 

主
な
内
容
は
、
中
浜
万
次
郎

（
ジ
ョ
ン
・
マ
ン
）
な
ど
の
漂
流

民
を
先
駆
者
と
し
て
、
一
八
六
〇

年
「
幕
府
遣
米
使
節
団
」
か
ら
一

八
六
七
年
「
佐
賀
藩
派
遣
使
節

団
」
ま
で
の
八
つ
の
幕
末
に
お
け

る
幕
府
の
海
外
使
節
団
の
解
説
と

メ
ン
バ
ー
を
写
真
入
り
で
紹
介
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
幕
末
の
海
外

留
学
生
の
詳
し
い
紹
介
に
続
き
、

十
八
頁
の
章
立
て
で
「
岩
倉
遣
欧

米
使
節
団
」
と
な
る
。 

 

幕
末
か
ら
岩
倉
使
節
団
ま
で
の

派
遣
団
を
、
人
物
を
中
心
に
網
羅

し
た
ム
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
。 
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本
年
三
月
、
当
会
が
発
足
し
て

満
十
一
年
を
迎
え
た
。
百
回
を
超

え
る
「
実
記
を
読
む
会
」
を
は
じ

め
と
す
る
定
例
の
部
会
活
動
を
下

地
に
し
て
、
毎
年
、
多
く
の
事
業

を
計
画
し
、
実
現
し
て
き
た
。
当

会
の
歩
み
と
し
て
、
成
し
遂
げ
て

き
た
事
業
を
振
り
返
る
。 

■
新
年
懇
親
例
会 

 

（ 

各
国
別
テ
ー
マ
に
よ
る
） 

①
フ
ラ
ン
ス
（
九
九
年
） 

 
 

国
際
文
化
会
館 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

②
ド
イ
ツ
（
〇
〇
年
） 

 

 
 

銀
座
ラ
イ
オ
ン 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
  
 

③
イ
ギ
リ
ス
（
〇
一
年
） 

 
 

外
国
人
記
者
ク
ラ
ブ  

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
  

④
イ
タ
リ
ア
（
〇
二
年
） 

 
 

イ
タ
リ
ア
文
化
会
館  

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
  

⑤
ア
メ
リ
カ
（
〇
三
年
） 

 

外
国
人
記
者
ク
ラ
ブ  

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

⑥
ス
イ
ス
（
〇
四
年
） 

 
 

日
比
谷
松
本
楼 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

⑦
オ
ー
ス
ト
リ
ア
（
〇
五
年
） 

 
 

シ
テ
イ
ク
ラ
ブ
・
オ
ブ
・
ト
ウ 

 

キ
ョ
ウ 

⑧
ベ
ル
ギ
ー(

〇
六
年
） 

 
 

日
本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
、 

 

ア
ラ
ス
カ 

⑨
デ
ン
マ
ー
ク
（
〇
七
年
） 

 
 

シ
テ
イ
ク
ラ
ブ
・
オ
ブ
・
ト
ウ 

 

キ
ョ
ウ 

■
講
師
例
会 

◎
山
室
英
男
氏
（
九
七
年
四
月
） 

 

「
岩
倉
使
節
団
に
見
る
現
代
の
選 

択
」 

 
 
 
 
 
  
 
 

◎
水
沢
周
氏
（
九
七
年
七
月
） 

「
青
木
周
蔵
と
岩
倉
使
節
団
」 

 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

◎
中
川
浩
一
氏
（
九
八
年
一
月
） 

「
世
界
漫
遊
家
の
曙
時
代
ー
岩
倉

使
節
団
の
こ
ろ
」 

◎
竹
内
啓
一
氏
（
九
八
年
五
月
） 

「
米
欧
回
覧
実
記
の
面
白
さ
と
難

し
さ
」 

 
 
 

◎
中
村
政
則
氏
（
九
八
年
七
月
） 

「
司
馬
史
観
を
ど
う
み
る
か
」 

 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

◎
中
村
敦
夫
氏
（
九
八
年
十
月
） 

「
日
本
の
政
治
を
ど
う
す
る
」 
 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

◎
芳
賀
徹
氏
（
九
九
年
四
月
） 

「
文
明
論
と
し
て
の
米
欧
回
覧
実

記
」 

 
 
 
 
 
 

◎
保
阪
正
康
氏
（
九
九
年
七
月
） 

「 

昭
和
史
に
学
ぶ
、
大
東
亜
戦
争

へ
の
道
」 
 
 
 

◎
西
川
長
夫
氏
（
〇
〇
年
四
月
） 

「
米
欧
回
覧
実
記
の
現
代
性
」 

 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

◎
寺
島
実
郎
氏
（
〇
〇
年
七
月
） 

「
一
九
〇
〇
年
へ
の
旅
」 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

◎
山
崎
渾
子
氏
（
〇
一
年
七
月
） 

「
岩
倉
使
節
団
は
キ
リ
ス
ト
教
を

ど
う
み
た
か
」 

◎
斉
藤
純
生
氏
（
〇
二
年
四
月
） 

「
米
欧
回
覧
実
記
の
英
訳
事
業
に

つ
い
て
」 

 
  
 
 

◎
松
本
健
一
氏
（
〇
二
年
七
月
） 

「
第
三
の
開
国
と
明
治
維
新
」 

 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

◎
ジ
ョ
ー
ジ
・
秋
田
氏
（
〇
二
年

十
一
月
） 

「
Ｈ
・
ビ
ッ
ク
ス
の
昭
和
天
皇
に

つ
い
て
」 

 

◎
高
田
誠
二
氏
（
〇
三
年
四
月
） 

「
科
学
技
術
レ
ポ
ー
タ
ー
・
久
米

邦
武
」 

 
 
 
  
 
 
 

◎
中
村
政
則
氏
（
〇
三
年
七
月
） 

「
近
代
日
本
・
三
つ
の
岐
路
」 
 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

◎
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
氏
、
松
本

健
一
氏
対
談
（
〇
三
年
十
月
） 

「
ア
メ
リ
カ
ン
・
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ

イ
シ
ョ
ン
と
日
本
」 

◎
水
沢
周
氏
（
〇
四
年
四
月
） 

「
実
記
精
読
、
訳
出
の
旅
」 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

◎
岡
崎
久
彦
氏
（
〇
四
年
七
月
） 

「
現
下
の
国
際
情
勢
と
日
本
の
外

交
に
つ
い
て
」 

◎
保
阪
正
康
氏
（
〇
四
年
十
月
） 

「
中
国
か
ら
見
た
昭
和
と
い
う
時

代
」 

 
 
 
 
 
  
 
 
 

◎
杉
谷
昭
氏
（
〇
五
年
四
月
） 

「
和
魂
漢
才
か
ら
和
魂
洋
才
へ
」  

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

◎
五
百
旗
頭
真
氏
（
〇
五
年
七

月
） 

「
日
本
の
近
代
、
一
五
〇
年
」 

 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 

◎
橋
本
五
郎
氏
（
〇
六
年
七
月
） 

「
ポ
ス
ト
小
泉
と
岩
倉
使
節
団
」  

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

■
映
像
の
会 

〔
マ
ラ
ソ
ン
（
ス
ラ
イ
ド
）
上
映

会
〕 

①
九
六
年
六
月 

 
 

日
本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー 

②
九
七
年
十
二
月 

 
 
 

白
百
合
女
子
大
学 

③
九
八
年
十
二
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

日
本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー 

④
九
九
年
十
二
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

日
本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー 

⑤
〇
〇
年
十
二
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

日
本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー 

⑥
〇
一
年
十
一
月 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
 
 

 
 
 

学
術
総
合
セ
ン
タ
ー 

〔
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
上
映
〕 

ビ
デ
オ
（
短
縮
版
）
上
映
会 

①
〇
三
年
十
一
月 

 
 
 
  
 
 
 

 
 

国
際
文
化
会
館 

②
〇
四
年
十
二
月 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
 
 

 
 

国
際
文
化
会
館 

③
〇
五
年
二
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

国
際
文
化
会
館 

■
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会
（
試
写
） 

①
〇
六
年
四
月 

 
 
 
 
 
  
 
 
 

 
 

国
際
文
化
会
館 

②
〇
六
年
八
月 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
 

 
 
 

日
本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー 

③
〇
六
年
十
一
月 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
 
 
 

 
 
 

国
際
文
化
会
館 

 

（
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
上
映
） 

■
海
外
ツ
ア
ー 

①
ド
イ
ツ
ツ
ア
ー 

 

（
〇
〇
年
八
月
～
九
月
） 

②
英
国
ツ
ア
ー 

 

（
〇
一
年
九
月
） 

③
イ
タ
リ
ア
ツ
ア
ー 

 

（
〇
二
年
十
一
月
） 

■
国
内
ツ
ア
ー 

①
横
浜
・
金
沢
八
景
；
開
港
資
料

館
、
夏
島
を
訪
ね
る
（
九
七
年
八

月
） 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

②
那
須
野
が
原
；
青
木
周
蔵
別
荘

や
松
方
正
義
の
「
万
歳
閣
」
を
訪

ね
る
（
〇
一
年
五
月
） 

③
大
磯:

七
賢
堂
と
滄
浪
閣
を
訪
ね

る
（
〇
二
年
六
月
） 

 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
  
 
 

④
佐
倉:

蘭
学
の
ふ
る
さ
と
順
天
堂

と
歴
史
民
族
博
物
館
を
訪
ね
る

（
〇
三
年
五
月
） 

 
 

⑤
関
西:
京
都
、
二
条
城
、
岩
倉

村
、
大
坂
城
、
有
馬
温
泉
を
訪
ね

る
（
〇
三
年
十
一
月
） 

⑥
松
前
・
道
南:

北
海
道
開
拓
の
歴

史
を
訪
ね
る
（
〇
四
年
五
月
） 

 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
  
 

⑦
長
州:

下
関
、
萩
、
山
口
、
光
を

訪
ね
る
（
〇
五
年
四
月
） 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
  

⑧
薩
摩:

鹿
児
島
、
島
津
別
邸
、
沈

寿
官
、
坊
津
、
知
覧
を
訪
ね
る

（
〇
六
年
五
月
） 

■
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

①
五
周
年
記
念 

「
岩
倉
使
節
団
の
再
発
見
と
今
日 

的
意
義
」
（
〇
一
年
十
一
月
） 

②
十
周
年
記
念 

「
世
界
の
中
の
日
本
の
役
割
を
考

え
る
」
（
〇
六
年
十
一
月
） 

 
 
 
  
 
 
 
 
 

■
出
版 

①
「
岩
倉
使
節
団
の
再
発
見
」
思

文
閣
出
版
（
〇
三
年
三
月
） 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
  
 
 
  

②
現
代
語
訳
「
米
欧
回
覧
実
記
」 

 

慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
（
〇
五
年

四
月
） 

■
Ｄ
Ⅴ
Ｄ 

◎
「
岩
倉
使
節
団
の
米
欧
回
覧
」

慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
（
〇
六
年

九
月
） 

  
 

 

米
欧
亜
回
覧
の
会
・十
一
年
の
歩
み 

現代語訳「米欧回覧実記」 

2005年4月発刊 
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表
記
テ
ー
マ
に
基
づ
く
「
グ

ロ
ー
バ
ル
ジ
ャ
パ
ン
特
別
研
究

会
」
は
、
こ
れ
ま
で
、
下
記
の
よ

う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
研
究
を
進

め
て
き
た
。
メ
ン
バ
ー
は
登
録
が

現
在
三
十
名
、
出
席
数
は 

そ
の
都

度 

変
化
が
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
十

二
～
二
十
三
名
で
推
移
し
て
い

る
。 

第
一
回
（
八
月
二
十
二
日
） 

 
 

芳
賀
徹 

 
 

京
都
造
形
芸
術
大
学
学
長 

 

「
ク
ロ
ー
デ
ル
の
見
た
日
本
―
魂 

 

の
う
る
お
い
」 

第
二
回
（
九
月
十
三
日
） 

 
 

国
分
良
成  

慶
応
大
学
教
授 

 

「
世
界
の
中
の
中
国
と
日
本
」 

第
三
回
（
十
月
四
日
） 

 
 

松
本
健
一  

麗
澤
大
学
教
授 

 

「
ア
ジ
ア
的
発
想
、
共
生
思
想 

 

に
つ
い
て
」 

第
四
回
（
十
月
十
日
） 

 
 

石
坂
芳
男 

 
 

前
ト
ヨ
タ
自
動
車
副
社
長 

（
海
外
担
当
） 

会
員 

 
「
東
と
西
：
グ
ロ
ー
バ
ル
＆
ロ
ー 

  
カ
ル
の
経
営
」 

第
五
回
（
十
一
月
二
日
） 

 
 

山
崎
渾
輝
子 

 
 

聖
心
大
学
教
授 

会
員 

 

「
儒
教
の
徒
・
久
米
邦
武
と
キ
リ 

  

ス
ト
教
に
つ
い
て
」 

第
六
回
（
十
二
月
十
三
日
） 

 
 

吹
田
尚
一 

 
 

元
三
菱
総
研
常
務 
 

会
員 

 

「
日
本
に
お
い
て
近
代
の
超
克
と 

  

は
ど
う
い
う
意
味
か
」 

第
七
回
（
〇
七
年
二
月
二
十
日
） 

 
 

安
原
和
雄 

 

前
足
利
工
業
大
学
教
授
、
元
毎 

 

日
新
聞
論
説
委
員 

 

「
貪
欲
か
ら
知
足
へ
―
仏
教
経 

 

済
思
想
に
立
っ
て
」 

第
八
回
（
三
月
二
十
六
日
） 

 
 

泉
三
郎 

 
 

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家 

会
員 

 

「
岩
倉
使
節
団
が
平
成
日
本
に 

 

問
い
か
け
る
も
の
」 

 

今
後
、
第
九
回
、
第
十
回
ま
で

続
け
、
そ
の
後
に
総
括
的
な
セ
ミ

ナ
ー
を
行
っ
て
ま
と
め
に
す
る
予

定
で
あ
る
。 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄
せ
ら
れ
た 

 
 

会
員
の
本
会
へ
の
注
文
、
意
見 

 

先
に
お
願
い
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

の
中
か
ら
、
「
本
会
へ
の
注
文
や

期
待
し
た
い
こ
と
」
と
し
て
自
由

に
書
か
れ
た
主
な
回
答
を
以
下
に

抄
録
す
る
。 

・
若
い
世
代
を
増
や
す
、
大
学
教

授
に
学
生
を
勧
誘
し
て
も
ら
う 

・
幹
事
の
若
返
り
を
は
か
る
、
団

塊
の
世
代
を
と
り
こ
む 

・
若
い
世
代
に
歴
史
を
教
え
る
努

力
に
同
感
、
協
力
を
惜
し
ま
な
い 

・
土
日
の
昼
間
の
イ
ベ
ン
ト
が
好

ま
し
い 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
メ
ル
マ
ガ
、

ニ
ュ
ー
ス
の
充
実 

・
中
高
校
の
日
本
史
に
お
け
る
岩

倉
関
係
の
露
出
度
を
高
め
る
方
策

は
な
い
か 

・
中
高
校
の
歴
史
教
育
へ
の
協

力
、
（
出
張
講
義
な
ど
）
、
他
の

勉
強
会
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ 

・
活
動
が
ヴ
ァ
ラ
エ
テ
イ
に
と
ん

で
い
る
こ
と
が
本
会
の
魅
力
、
絶

え
ざ
る
外
部
へ
の
発
信
も
必
要 

・
本
会
は
極
め
て
ハ
イ
ブ
ロ
ウ
の

雰
囲
気
あ
り
、
大
衆
路
線
と
二
本

立
て
に
し
て
は
ど
う
か 

・
多
数
参
加
を
目
指
す
と
す
れ

ば
、
会
費
は
千
円
程
度
、
連
続
講

座
を
開
い
て
は
ど
う
か 

・
一
般
市
民
が
気
軽
に
参
加
で
き

る
レ
ベ
ル
を
考
慮
す
べ
き 

・
メ
ン
バ
ー
が
多
才
な
の
で
、
発

言
機
能
を
も
っ
た
ほ
う
が
よ
い 

・
「
久
米
追
っ
か
け
の
旅
」
を
し

て
い
る
も
の
同
志
で
、
経
験
を
共

有
で
き
な
い
か 

・
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
素
晴
ら

し
か
っ
た
、
今
後
も
あ
の
よ
う
な

開
か
れ
た
ス
タ
イ
ル
を
望
む 

・
初
心
者
と
し
て
は
「
教
え
る
、

伝

え

る
」
よ

り

も
、
「
共

に

学

ぶ
」
、
「
共
に
知
る
」
こ
と
に
意

義
を
感
じ
、
そ
れ
を
拡
大
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
う 

 

 

■
政
治
家
に
聞
く

（
そ
の
一
） 

 

安
部
内
閣
が
誕

生
、
小
泉
内
閣
時

代
に
す
っ
か
り
冷

え
き
っ
た
中
国
・

韓
国
と
の
外
交
関

係
に
息
を
吹
き
込

み
、
快
調
に
滑
り

出
し
た
の
も
束
の

間
、
郵
政
改
革
造

反
議
員
の
復
党
問

題
や
、
有
力
閣
僚

の
失
言
問
題
等
々
支
持
率
が
低
下
、

実
感
の
湧
か
な
い
景
気
回
復
状
況

と
相
俟
っ
て
、
閉
塞
感
す
ら
漂
う
昨

今
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
改
め
て
日
本

の
針
路
を
探
り
、
活
力
あ
る
日
本
を

取
り
戻
す
た
め
に
は
ど
ん
な
方
策

が
あ
る
の
か
、
何
を
ど
う
す
べ
き
な

の
か
、
思
索
す
る
政
治
家
に
問
う
て

み
る
こ
と
と
し
た
。 

 

第
一
回
は
軸
の
ぶ
れ
な
い
と
定

評
の
あ
る
政
治
家
、
藤
井
裕
久
元
大

蔵
大
臣
・
元
民
主
党
代
表
代
行
を
招

聘
し
て
、
三
月
二
十
八
日
午
後
六
時

半
か
ら
二
時
間
半
、
国
際
文
化
会
館

に
十
八
名
が
参
加
し
て
話
を
聞
き
、

活
発
な
質
疑
応
答
を
行
っ
た
。 

 

藤
井
氏
の
主
張
は
二
度
と
再
び

不
幸
な
戦
争
、
悲
惨
な
こ
と
は
繰
り

返
し
て
は
な
ら
な
い
。
現
代
は
嫌

な
、
怖
い
時
代
に
な
っ
て
き
た
の
で

は
な
い
か
、
政
治
的
イ
ッ
シ
ュ
ウ
と

し
て
靖
国
問
題
や
Ａ
級
戦
犯
は
問

題
と
し
て
は
小
さ
い
。
自
分
も
国
の

た
め
に
死
ん
で
い
っ
た
人
達
を
想

い
靖
国
に
は
参
拝
す
る
が
、
大
事
な

の
は
、
そ
の
基
礎
に
あ
る
歴
史
観
を

ど
う
考
え
る
か
、
皆
が
共
通
し
て
持

て
る
こ
と
で
あ
る
と
、
明
治
以
降
岸

内
閣
時
代
ま
で
を
何
人
か
の
学
者

と
考
察
・
勉
強
中
で
あ
る
と
熱
っ
ぽ

く
話
を
さ
れ
た
。 

 

詳
細
は
仙
石
由
人
氏
等
と
の
共

著
「
日
本
の
近
現
代
史
述
講 

歴
史

を
つ
く
る
も
の
」
と
、
現
未
来
部
会

議
事
録
（
後
日
作
成
）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。 

 

な
お
、
次
回
も
「
政
治
家
に
聞
く

（
そ
の
二
）
」
の
予
定
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 

（
文
責
）
小
田 

仁
彦 

 

 
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
特
別
研
究
会 

 
「
世
界
の
中
の
日
本
人
の
役
割
― 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

西
洋
的
近
代
化
を
超
え
る
思
想
を
求
め
て
」 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

（
サ
ン
ト
リ
ー
文
化
財
団
助
成
）  

第7回研究会 

（右）講師の安原氏 

現未来部会報告 

連絡 塚本 弘 

Tel  03-3582-5376  Fax 03-3582-7806 

hiroshi_tsukamoto@jetro.go.jp 

現未来部会 

「藤井元大蔵大臣に聞く」 
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■
第
百
三
回 

 

一

月

十

一

日
、
出
席
者
十

二
名
。
第
五
十

七
巻
、
ベ
ル
リ

ン
市
総
説
を
小

野
氏
が
報
告
。 

 
人
口
八
十
二

万
人
、
欧
州
第

四

位

の

大

都

市
、
ベ
ル
リ
ン

の
雰
囲
気･

･
・

「
繁
栄
進
ム
ニ

従
ヒ
」
次
第
に
堕
落
し
て
最
近
特

に
退
廃
的
に
な
っ
た
。
飲
酒
に
つ

い
て
「
英
米
ノ
風
ト
頓
ニ
面
目
ヲ

異
ニ
ス
」
と
し
「
公
娼
制
度
の
い

か

ん
」
を

問

う
「
冶

婦
」
「
淫

風
」
「
春
画
」
を
目
撃
、
こ
の
市

は
ま
だ
二
流
の
都
市
、
と
久
米
は

記
す
。
し
か
し
一
方
、
交
易
面
で

は
英･

米･

仏
に
決
し
て
劣
ら
ず
、

欧
州
各
国
の
交
易
自
由
化
と
、
ス

エ
ズ
運
河
開
通
（
一
八
六
九
）
を

考
慮
す
れ
ば
、
ド
イ
ツ
の
東
洋
貿

易
隆
盛
は
必
至
で
、
わ
が
国
も
心

す
べ
き
と
、
久
米
は
公
正
に
評
価

す
る
。
「
富
国
強
兵
」
の
前
に
、

ま
ず
「
殖
産
興
業
」
た
る
べ
し
と

の
久
米
の
姿
勢
を
指
摘
。 

■
第
百
四
回 

 
 

二
月
八
日
、
十
七
名
が
出
席
。

第
六
十
七
巻
、
デ
ン
マ
ー
ク
国
の

記
を
桑
名
氏
が
報
告
。 

 

三
日
前
に
露
国
国
境
を
後
に
し

た
使
節
団
一
行
は
、
「
錯
雑
」
し

た
国
境
を
越
え
、
バ
ル
ト
海
沿
い

に
南
下
。
「
三
日
間
ニ
三
春
ヲ

閲
」
し
、
快
適
な
汽
車
旅
行
で 

コ

ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
へ
。
早
速
港
湾
防

備
事
情
、
砲
台
等
を
視
察
、
途

次
、
体
格
よ
く
て
勇
猛
な
近
衛
兵

の
教
練
を
見
る
。
さ
ら
に
、
万
般

の
逸
品
を
蔵
し
た
王
宮
を
見
学
。

一
八
六
四
年
、
普･

墺
連
合
に
完

敗
、
シ
ュ
レ
ス
ウ
ィ
ヒ･
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
領
を
失
っ
た
。
九
年
後
、
使

節
団
が
そ
こ
に
見
た
の
は
、
「
ド

イ
ツ
人
を
恨
み
、
九
世
必
報
の
志

慨
」
を
持
っ
て
い
た
人
々
だ
っ

た
。 

 

海
軍
造
船
所
で
約
二
万
ド
ル
の

巨
費
を
投
じ
（
三
年
の
月
日
を
か

け
）
作
ら
せ
た
船
の
模
型
を
見

て
、
船
の
構
造
を
学
び
取
る
に

は
、
「
ソ
コ
マ
デ
ヤ
ル
カ
！
」
と

感
嘆
。 

■
第
百
五
回 

 

三
月
八
日
、
出
席
者
十
三
名
。

第
六
十
巻
、
ベ
ル
リ
ン
市
の
記
、

下
、
付
ポ
ツ
ダ
ム
を
岡
部
氏
が
報

告
。 

 

一
行
は
世
に
名
高
い
ベ
ル
リ
ン

の
モ
ア
ビ
ッ
ト
監
獄
を
見
学
。
こ

れ
ま
で
に
も
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

監
獄
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
監
獄
等

を
見
学
。
い
づ
れ
も
機
能
的
に
相

似
て
い
る
。
い
ま
や
必
須
の
公
共

施
設
と
し
て
の
獄
舎
（
刑
務
所
）

の
観
察
に
鋭
い
目
を
注
ぐ
。 

 

三
月
二
十
三
日
（
実
は
二
十
四

日
）
天
下
の
ベ
ル
リ
ン･

フ
ン
ボ
ル

ト
大
学
を
訪
問
。
初
代
学
長
フ
ィ

ヒ
テ
、
そ
し
て
ヘ
ー
ゲ
ル
。
（
こ

れ
ま
で
に
二
十
九
名
の
ノ
ー
ベ
ル

賞
受
賞
者
を
輩
出
、
日
本
人
留
学

生
に
森
鴎
外
、
北
里
柴
三
郎
、
青

木
周
三
、
伊
藤
博
文
な
ど
）
。
三

月
二
十
七
日
、
一
行
は
日
帰
り
で

ポ
ツ
ダ
ム
を
見
学
、
「
貝
珠
宮
」

「
オ
レ
ン
ジ
宮
」
に
続
く
「
サ
ン･

ス
ー
シ
宮
（
無
憂
宮
）
」
は
ベ
ル

サ
イ
ユ
宮
、
シ
ェ
―
ン
ブ
ル
グ
宮

を
模
し
た
ロ
コ
コ
風
。
造
営
者
フ

リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
二
世
（
大
王
）
は

こ
の
宮
殿
で
没
す
。
三
月
二
十
八

日
、
大
久
保
副
使
は
朝
八
時
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
に
向
か
い
、
帰
朝
の

途
に
。
使
節
団
一
行
（
二
十
七

名
）
は
夜
十
一
時
三
十
分
ベ
ル
リ

ン
出
発
、
バ
ル
チ
ッ
ク
沿
岸
東
プ

ロ
イ
セ
ン
を
走
り
抜
け
、
二
十
九

日
午
後
四
時
半
ド
イ
ツ
国
境
最
終

駅
「
ア
イ
ト
ク
ー
ネ
ン
」
着
（
ベ

ル
リ
ン
か
ら
ロ
シ
ア
国
境
ま
で
鉄

道
約
七
百
十
七
キ
ロ
）
。
か
つ

て
、
ベ
ル
リ
ン
地
区
往
訪
歴
の
あ

る
「
岡
部
レ
ポ
ー
ト
」
は
、
ウ
ィ

キ
ペ
デ
ィ
ア
な
ど
を
駆
使
し
た
細

密
な
関
連
資
料
と
あ
わ
せ
、
ま
さ

に
圧
巻
。 

■
第
百
六
回 

 

四
月
十
二
日
、
出
席
者
十
六

名
。
第
五
十
九
巻
、
ベ
ル
リ
ン
市

の
記
・
中
、
を
安
川
氏
が
報
告
。 

 

一
八
七
四
年
二
月
、
一
行
が
ベ

ル
リ
ン
を
発
っ
た
あ
と
、
参
謀
総

長
モ
ル
ト
ケ
が
常
備
兵
増
員
を
提

案
し
た
議
会
で
の
演
説
を
久
米
は

記
述
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
「
現

今
欧
州
ノ
情
実
ヲ
察
ス
ル
ニ
足
ル

ヘ
キ
ニ
ツ
キ
」
ゆ
え
と
。
ビ
ス
マ

ル
ク
の
「
鉄
血
演
説
」
（
「
い
ま

や
問
題
は
鉄
〔
武
器
〕
と
血
〔
兵

士
〕
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
」
）
は
世
に
有
名
だ
が
、
モ

ル
ト
ケ
の
こ
の
演
説
は
、
長
口
舌

一
番
、
内
容
き
わ
め
て
具
体
的
か

つ
表
現
す
こ
ぶ
る
露
骨
で
あ
り

「
遅
れ
て
登
場
し
た
ド
イ
ツ
」
の

歯
ギ
シ
リ
を
感
じ
る
。
安
川
氏

は
、
本
巻
の
目
玉
で
あ
る
こ
の
大

演
説
を
朗
読
さ
れ
た
。
安
川
氏
の

詳
細
か
つ
手
際
の
良
い
「
コ
ン
メ

ン
タ
ー
ル
・
プ
リ
ン
ト
」
に
は
敬

服
、
ま
た
三
頁
に
わ
た
る
「
資

料
・
十
八
世
紀
末
～
十
九
世
紀
欧

州
の
戦
況
」
は
ま
こ
と
に
重
宝
。  

 
 
 

 
 

（
文
責
）
桑
名 

正
行 

 

月

一

回
、
毎

回
担
当
を
決
め

て
テ
キ
ス
ト
の

朗

読
、
英

訳

で

追
加
さ
れ
た
注

の

和

訳
、
解

釈

の

疑

問

点
、
関

連
情
報
の
紹
介

な
ど
を
行
っ
て

い
る
。 

■
第
四
十
四
回 

 

十
二
月
二
十

一

日
、
出

席

者

は
七
名
。
第
三
十
章
グ
ラ
ス
ゴ
ー

市
の
記
と
第
三
十
二
章
ハ
イ
ラ
ン

ド
旅
行
記
を
朗
読
し
た
。
グ
リ
ー

ノ
ッ
ク
で
は
造
船
所
、
精
糖
工
場

を
見
学
、
荘
園
地
主
の
豪
邸
の
訪

問
記
が
あ
り
、
ハ
イ
ラ
ン
ド
の
旅

に
な
る
と
漢
語
を
駆
使
し
た
久
米

の
風
景
描
写
の
筆
が
冴
え
渡
っ
て

く
る
。
大
筋
と
し
て
は
原
文
に
忠

実
、
的
確
に
英
訳
さ
れ
て
い
る

が
、
英
語
の
表
現
が
漢
語
と
も
う

一
つ
し
っ
く
り
し
な
い
点
に
も
ど

か
し
さ
を
感
じ
る
。 

■
第
四
十
五
回 

 

継
続
は
力
な
り
と
い
う
こ
と

か
、
五
年
目
に
入
っ
た
。
一
月
二

十
五
日
、
出
席
者
は
十
名
。
読
み

残
し
た
第
三
十
一
章
エ
デ
ィ
ン
バ

ラ
市
の
記
と
第
三
十
二
章
ハ
イ
ラ

ン
ド
旅
行
記
を
朗
読
し
た
。
エ

デ
ィ
ン
バ
ラ
近
郊
で
は
飾
り
柱
で

有
名
な
ロ
ス
リ
ン
寺
院
を
訪
問
す

る
。
ま
た
ベ
ル
・
ロ
ッ
ク
や
メ
イ

島
の
灯
台
を
見
学
し
て
い
る
。
灯

台
建
設
に
つ
い
て
の
灯
台
技
師
ロ 

実記を読む会報告 

連絡 桑名 正行 

mkuwana@nifty.com 

Tel&Fax  03-3642-9570 

ポツダム・ノイエパレス（貝珠宮） 

（『実記』第60章） 

英訳実記を読む会報告 

連絡 岩崎洋三 

iwasakiyozo@kbd.biglobe.ne.jp 

Tel &Fax  03-3488-0532   

ベルリンの地図を説明する 

安川氏（4月12日） 



米欧亜回覧ニュース（季刊） 2007年（平成19年）4月20日 （7） 

 
バ
ー
ト
・
ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
一
家

(
文
筆
家
ロ
バ
ー
ト
・
ル
イ
ス
・
ス

チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
は
そ
の
孫)

の
貢
献

や
タ
ー
ナ
ー
の
描
い
た
ベ
ル
・

ロ
ッ
ク
灯
台
の
絵
や
灯
台
の
構
造

に
つ
い
て
興
味
深
い
資
料
の
紹
介

が
あ
っ
た
。
ハ
イ
ラ
ン
ド
で
は
漱

石
も
訪
れ
た
ブ
レ
ヤ
ー
、
ダ
ン
ケ

ル
ド
付
近
の
秋
景
描
写
を
原
文
と

対
比
し
な
が
ら
英
文
を
鑑
賞
し

た
。 

■
第
四
十
六
回 

 

二
月
二
十
二
日
、
今
回
も
新
規

参
加
者
あ
り
、
出
席
は
十
二
名
。

第
三
十
二
章
ハ
イ
ラ
ン
ド
旅
行
記

を
朗
読
し
た
。
テ
イ
湖
、
ト
ロ
サ

ク
ス
周
辺
の
秋
景
を
楽
し
ん
だ
。

久
米
の
見
事
な
風
景
描
写
も
英
語

で
は
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
の
一
言
で

簡
単
に
片
付
け
ら
れ
て
少
々
物
足

ら
な
い
感
じ
が
す
る
。
ゲ
ー
ル
語

で
書
か
れ
た
地
名
が
出
て
来
る

が
、
英
国
人
に
も
正
し
い
発
音
は

難
し
い
よ
う
だ
。 

■
第
四
十
七
回 

 

三
月
二
十
二
日
、
出
席
者
は
十

一
名
。
第
三
十
二
章
ハ
イ
ラ
ン
ド

旅
行
記
、
第
三
十
三
章
ニ
ュ
ー

カ
ッ
ス
ル
市
の
記
を
朗
読
し
た
。

ハ
イ
ラ
ン
ド
旅
行
で
は
カ
ト
リ
ン

湖
、
ロ
ー
モ
ン
ド
湖
周
辺
の
風
景

描
写
を
楽
し
み
、
現
代
の
風
景
写

真
の
構
図
か
ら
久
米
の
時
代
の
観

光
ポ
イ
ン
ト
と
変
っ
て
い
な
い
こ

と
が
分
か
る
。
ま
た
グ
ラ
ス
ゴ
ー

市
の
水
道
事
業
に
関
し
て
英
国
人

と
仏
国
人
の
法
に
つ
い
て
の
考
え

方
の
差
を
論
じ
た
り
、
ニ
ュ
ー

カ
ッ
ス
ル
の
毛
織
物
工
場
の
見
学

を
通
し
て
、
英
国
で
は
刻
苦
の
現

場
作
業
の
中
か
ら
問
題
を
科
学
的

に
捉
え
て
製
造
技
術
を
改
良
進
歩

さ
せ
て
い
る
が
、
東
洋
で
は
才
知

は
同
じ
で
も
原
料
資
源
を
供
給
す

る
だ
け
に
甘
ん
じ
て
い
る
と
論
評

し
て
い
る
。
比
較
文
化
的
考
察
が

見
ら
れ
面
白
い
。 

 
 
 
 

（
文
責
）
小
林 

養
丈 

  

三
月
十
五
日
、

現
役
の
大
学
院
の

特
別
研
究
員
と
し

て
ご
活
躍
の
当
会

会
員
の
小
松
優
香

氏
に
、『
石
橋
湛
山

の
小
日
本
主
義
』

の

講

演

を

頂

い

た
。 

 

小
松
さ
ん
は
小

国
主
義
を
テ
ー
マ

に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

の
小
国
主
義
を
研

究
し
て
い
る
う
ち
に
、
石
橋
湛
山
の

小
日
本
主
義
の
思
想
に
行
き
当

た
っ
た
。
そ
し
て
、
現
在
の
日
本
の

イ
ン
ナ
ー
・
ウ
オ
ー
と
も
言
う
べ

き
、
道
徳･

倫
理･

安
心
の
崩
壊
や
、

世
界
と
日
本
と
の
関
係
の
諸
問
題

を
考
え
る
と
き
、
湛
山
の
小
日
本
主

義
に
現
状
打
開
の
ヒ
ン
ト
を
見
た
。 

 

湛
山
の
思
想
的
バ
ッ
ク･

ボ
ー
ン

は
三
人
の
師
に
負
っ
て
い
る
。
日
蓮

宗
の
僧
侶･

望
月
日
謙
、
キ
リ
ス
ト

教･

大
島
正
健
、
そ
し
て
、
プ
ラ
グ
マ

テ
ィ
ズ
ム
哲
学
を
田
中
玉
堂
で
あ

る
。
湛
山
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し

て
、
政
治
家
と
し
て
、
戦
前
か
ら
一

貫
し
て
大
日
本
主
義
の
幻
想
を
説

い
て
、
植
民
地
主
義
を
批
判
し
、
貿

易
立
国
を
唱
え
て
い
る
。
そ
し
て
、

終
戦
当
日
に
、
早
く
も
『
更
正
日
本

の
再
生
ー
前
途
は
実
に
洋
々
た
り
』

を
発
表
し
国
民
を
励
ま
し
た
。
湛
山

に
は
、
合
理
的
精
神
に
基
づ
く
慧
眼

と
先
見
性
、
一
貫
し
た
持
続
力
、
正

義
感
、
総
合
的
価
値
体
系
と
情
報
の

分
析
能
力
、
そ
し
て
何
よ
り
、
思
想

と
行
動
を
一
体
化
し
た
ス
ケ
ー
ル

の
大
き
な
人
間
的
資
質
に
魅
か
れ

る
。 

 

世
界
の
問
題
と
日
本
の
問
題
、
国

家
の
問
題
と
地
方
の
問
題
と
の
間

に
、
常
に
同
一
性
を
見
た
。
安
全
保

障
は
国
連
を
中
心
に
据
え
て
、
連
邦

共
和
国
に
よ
る
「
世
界
国
家
」
を
提

案
、
「
日
中
米
ソ
」
平
和
同
盟
を
構

想
し
、
中
ソ
に
接
近
し
た
。
靖
国
神

社
廃
止
論
を
唱
え
、
日
本
国
憲
法
の

象
徴
天
皇
と
第
九
条
を
賛
美
し
、
国

民
の
権
利･

義
務
の
バ
ラ
ン
ス
の
悪

さ
を
欠
点
と
し
た
。
す
べ
て
に
お
い

て
、
極
め
て
今
日
的
な
思
考･

発
想

を
早
く
か
ら
構
想
し
発
信
し
続
け

て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

当
日
参
加
の
会
員
か
ら
も
、
共
感

と
共
に
、
熱
い
議
論
を
呼
び
、
戦
後

の
歴
史
的
証
人
と
し
て
の
、
会
員
ら

の
思
い
出
の
告
白
も
飛
び
交
い
、
会

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
小
松
さ
ん

の
更
な
る
研
究
へ
の
応
援
の
場
と

も
な
っ
た
。 

 
 
 
 
 

（
文
責
）
小
野 

博
正 

 

 

■
一
月
例
会
報
告 

 

一

月

二

十

三

日
、
十
三
名
が
参

加
。
第
一
巻
、
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
の

部

の

第

十

五

巻

（
編
）
「
北
部
巡

覧
の
記
、
下
」
を

読
む
。 

 

ナ
イ
ア
ガ
ラ
観

光
の
後
、
ボ
ス
ト

ン
に
向
け
て
移
動

す
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
真
北
に

位
置
す
る
避
暑
地
の
「
サ
ラ
ト

ガ
」
に
も
滞
在
し
、
温
泉
以
外
に

さ
し
た
る
景
観
も
な
い
夏
だ
け
の

観
光
地
に
も
拘
わ
ら
ず
繁
盛
し
て

い
る
状
況
を
見
て
、
避
暑
地
や
観

光
が
一
大
産
業
で
あ
り
得
る
こ
と

を
実
感
す
る
。
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
地
方
は
、
他
の
広
大
な
土
地

と
は
異
な
り
、
日
本
と
似
た
樹
木

豊
か
で
清
河
の
流
れ
る
起
伏
の
あ

る
地
形
に
「
我
日
本
山
水
の
気
象

あ
り
」
と
ほ
っ
と
し
て
い
る
。 

 

ボ
ス
ト
ン
で
催
さ
れ
た
平
和
大

音
楽
会
に
臨
場
の
機
会
を
得
た

が
、
大
歓
迎
さ
れ
た
要
因
の
一
つ

は
、
ア
メ
リ
カ
の
有
史
以
来
の
好

景
気
と
経
済
拡
大
の
時
期
で
あ
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
超
一
流
の
「
歌

謡
絶
倫
の
婦
人
」
と
大
合
唱
団
が

歌
う
様
子
や
声
の
響
き
に
つ
い

て
、
白
楽
天
や
列
氏
の
詩
を
も
動

員
し
た
と
言
わ
れ
る
朗
々
と
し
た

「
久
米
節
」
に
皆
酔
わ
さ
れ
た
。 

■
四
月
例
会
報
告 

 

四
月
二
十
一
日
、
十
五
名
が
参

加
。
京
都
大
学
名
誉
教
授
の
岩
倉

具
忠
先
生
を
お
迎
え
し
て
、
昨
年

末
出
版
の
著
書
「
岩
倉
具
視
―

『
国

家
』
と
『
家

族
』
―
」
を

中

心
に
お
話
を
し
て
頂
い
た
。  

 

岩
倉
教
授
の
子
供
時
代
に
は
、

具
視
が
い
か
に
重
々
し
い
存
在

で
、
そ
の
重
圧
か
ら
反
発
を
感
じ

な
が
ら
過
ご
し
て
い
た
か
、
具
視

が
海
外
で
品
行
方
正
で
あ
っ
た
の

は
、
出
発
前
に
医
者
に
自
重
す
る

よ
う
に
言
わ
れ
た
か
ら
に
過
ぎ
な

か
っ
た
こ
と
な
ど
ユ
ー
モ
ア
を
交

え

て

述

懐
、
吐

露

さ

れ

た
。
ま

た
、
具
視
の
娘
の
寛
子
（
恒
子
改

め
）
が
八
十
五
才
の
と
き
に
会
っ

た
記
憶
や
、
具
視
は
子
供
た
ち
に

は
英
語
が
必
要
と
イ
ギ
リ
ス
公
使

の
パ
ー
ク
ス
夫
人
か
ら
学
ば
せ
る

な
ど
家
庭
面
で
も
進
取
の
気
性
に

富
ん
で
い
た
こ
と
な
ど
の
逸
話
も

紹
介
さ
れ
た
。 

 

引
き
続
き
、
実
記
の
輪
読
会
を

行
な
っ
た
。 

 
 
 

 
 

（
文
責
）
難
波 

康
煕 

 
 

（
部
会
・
研
究
会
写
真
）
橋
本
吉
信 

歴史部会報告

連絡 小野 博正

hiro-ono@hyper.ocn.ne.jp

歴史部会報告

連絡 小野 博正

hiro-ono@hyper.ocn.ne.jp

歴史部会（正面が講師の小松氏） 

関西支部報告 

連絡 難波 康煕 

namba@jttk.zaq.ne.jp 
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編
集
後
記 

◇

当
会
設
立
満
十
年
（
十
一
年

目
）
の
節
目
と
な
る
昨
秋
、
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
全
力
投
入
し

た
せ
い
か
、
理
事
や
幹
事
の
皆
さ

ん
に
や
や
疲
れ
が
で
た
よ
う
で
、

ニ
ュ
ー
ス
の
発
刊
が
か
な
り
遅

れ
た
こ
と
を
お
詫
び
し
ま
す
。
十

一
年
間
を
振
り
返
り
、
新
た
な
当

会
の
活
動
・
運
営
の
方
策
に
つ
い

て
、
少
し
時
間
を
か
け
て
全
員
で

考
え
、
話
し
合
い
を
行
な
う
時
期

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

◇
恒
例
と
な
っ
た
新
年
懇
親
例

会
の
テ
ー
マ
は
、
九
カ
国
目
と
な

る
デ
ン
マ
ー
ク
で
し
た
。
デ
ン

マ
ー
ク
の
人
口
は
、
わ
ず
か
五
百

四
十
万
人
、
最
近
何
か
と
話
題
に

の
ぼ
る
団
塊
世
代
（
昭
和
二
十
二

～
二
十
四
年
生
ま
れ
）
が
、
現
在

六
百
八
十
万
人
も
い
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
そ
の
小
国
ぶ
り
が
実

感
で
き
ま
す
。
国
際
社
会
の
中
で

尊
敬
さ
れ
、
国
家
と
し
て
の
威
信

を
保
つ
に
は
数
の
力
だ
け
で
な

い
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。 

◇
国
会
図
書
館
の
書
籍
検
索
や

利
用
方
法
が
格
段
に
便
利
に
な

り
ま
し
た
。
象
徴
的
な
例
が
、『
実

記
』
な
ど
明
治
の
出
版
物
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
閲
読
で
き
る
近

代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（
三

頁
に
案
内
）
で
す
。
鮮
明
で
な
い

銅
版
画
が
あ
る
、
画
面
上
の
『
実

記
』
は
さ
ら
に
読
み
に
く
い
な

ど
、
問
題
点
も
あ
り
ま
す
が
、
誰

で
も
原
本
を
閲
読
で
き
る
新
し

い
時
代
と
な
り
ま
し
た
。
（
Ｎ
） 

（印刷 e-shop幕張 043-297-7051) 

＜催し案内＞ 

2007年5月～7月の予定です 

☆グローバルジャパン特別研究会 

【第９回】 
  日 時： 5月15日（火） 18:00～21:00 

  場 所：国際文化会館 

  講 師：高坂節三氏 

    （コンパス・プロバイダーズ日本代表） 

  テーマ：西洋近代を超える新しい理念を求めて 

         ―世界の中の日本の環境政策 

  会 費：1,000円 

【第10回】 
  日 時： 6月12日（火）  18:00～21:00 

  場 所：国際文化会館 

  講 師：石田寛人氏（金沢学院大学長） 

  テーマ：科学技術における日本人の役割（仮） 

  会 費：1,000円    

☆実記を読む会 

  日 時： 5月10日（木） 18:30～21:00  
      6月14日（木） 18:30～21:00                           
      7月12日（木）  18:30～21:00                            

  場 所：国際文化会館 

  会 費：1,000円     

☆英訳実記を読む会 

  日 時： 5月17日（木） 18:30～21:00 

  場 所：財）統計研究会会議室 

     港区新橋1-18-16 日本生命ビル７階 

  会 費：1,000円     

☆歴史部会 

  日 時： 5月21日（月） 18:30～21:00 

  場 所：国際文化会館 

  テーマ：明治のエンジニア教育 

  講 師：田邉康雄 氏  

☆関西支部例会 

 日 時： 7月14日（土）  

 場 所：大阪弥生会館  

 

      特定非営利活動法人 

「米欧亜回覧の会｣ご案内 

趣 旨    この会は「岩倉使節団」に興味をもち、その

記録である｢米欧回覧実記」に関心を抱く

人々の集まりです。 

この大いなる旅と「実記」はまさに「温故知

新」の宝庫と言えましょう。 

この素材を媒体にして歴史をふりかえり現

代の直面する諸問題についても自由に語

りあおうという会です。 

会 員    上の趣旨に賛同する人なら誰でも入会できま

す。 

例 会   年に４回くらい全体例会をもちます。 

部 会    テーマ別に読む会、歴史、現未来、総務部

会等があり、映像サロン・勉強会・旅行会・研

究会・シンポジウムなどを行っています。 

機関紙   年に４回程度機関紙を発行し活動報告や会

員の意見発表、情報交換の媒体とします。 

役 員    理事長（泉三郎）他理事および監事で構成、

会員の中から幹事十数名を選び、運営を担

当します。 

会 費   年会費5,000円とし、主として通信費及び機関

紙代に充当します。例会・部会・講演会などに

ついては、その都度の会費とします。なお、遠

隔地居住者、学生、仮入会希望者には準会

員（年会費3，000円）の特典もあります。 

事務局   「イズミ・オフィス」に置きます。 

〒192-0063 八王子市元横山町1-14-16 

E-mail:info@iwakura-mission.gr.jp 

TEL:0426-46-3310  

FAX:0426-45-8700 

入会申込 

 入会申込書は事務局にあります。新規入会に際しては

入会金5，000円を頂きます。 

 なお年会費などのお支払は郵便振込が便利です。 

 00180-2-580729 特定非営利活動法人米欧亜回覧の会 

ホームページ 

メッセージ・活動と内容・岩倉使節

団・米欧回覧実記・会員のページ 等 

書籍・ＤＶＤ案内も掲載 

http//www.iwakura-mission.jp 


